
結
核
緊
急
実
態
調
査
に
つ
い
て

結
核
研
究
所
対
策
支
援
部

企
画
科
長
・
（兼）
医
学
科
長

星
野
斉
之

平
成
１１
年
６
月
３０
日
に
公
衆
衛
生
審
議
会
結
核
予

防
部
会
か
ら
報
告
さ
れ
た
「
２１
世
紀
に
向
け
て
の
結

核
対
策
（
意
見
）」
に
は
、
特
に
重
要
性
の
高
い
取

り
組
み
と
し
て
、「
我
が
国
に
お
け
る
再
興
感
染
症

と
し
て
の
結
核
の
現
状
調
査
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま

し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
厚
生
省
で
は
、
平
成
１２
年

度
に
結
核
緊
急
実
態
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
結
核
緊
急
実
態
調
査
の
概
要
と
各
調
査
の

実
施
要
綱
を
基
に
、
同
調
査
の
背
景
、
目
的
、
調
査

内
容
及
び
予
定
さ
れ
て
い
る
活
用
方
法
に
つ
い
て
紹

介
し
ま
す
。

背
景本

調
査
を
行
う
に
至
っ
た
背
景
と
し
て
、
概
要
に

は
「
結
核
予
防
法
に
基
づ
く
結
核
対
策
の
実
施
に
よ

り
、
日
本
の
結
核
罹
患
率
は
１
９
７
０
年
代
ま
で
１０

〜
１１
％
の
減
少
率
（
年
率
）
で
低
下
し
て
き
た
。
し

か
し
、
１
９
８
０
年
代
か
ら
減
少
鈍
化
し
、
９７
年
か

ら
２
年
連
続
の
増
加
（
旧
分
類
）
に
転
じ
た
。
結
核

予
防
法
制
定
当
時
（
１
９
５
０
年
代
）
と
近
年
の
結

核
の
疫
学
的
状
況
を
比
較
す
る
と
、
以
下
の
変
化
が

指
摘
で
き
る
。

�１
患
者
の
主
体
が
、
青
壮
年
層
中
心
か
ら
高
齢
者
中

心
へ

�２
特
に
一
部
地
域
（
特
に
都
市
地
域
）
に
お
け
る
高

い
結
核
罹
患
率
（
住
所
不
定
者
の
結
核
な
ど
）

�３
薬
剤
耐
性
結
核
（
特
に
多
剤
耐
性
結
核
）
の
出
現

こ
の
よ
う
な
変
化
の
中
で
、
今
日
の
日
本
の
結
核

状
況
及
び
結
核
対
策
の
実
態
を
調
査
す
る
こ
と
に
よ

り
、
そ
れ
ら
の
問
題
点
と
課
題
を
明
確
に
し
、
現
状

に
合
わ
せ
た
効
果
的
な
対
策
を
推
進
す
る
必
要
が
あ

る
」
と
、
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
調
査
概
要
の
作
成
後
、
平
成
１１
年
結
核
発

生
動
向
調
査
年
報
集
計
結
果
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
結
果
の
一
部
を
以
下
に
示
し
ま
す
。

�１
罹
患
率
の
減
少
鈍
化
か
ら
増
加
へ

平
成
１１
年
中
に
新
た
に
結
核
患
者
と
し
て
登
録
さ

れ
た
者
の
数
は
４
万
８
４
３
０
人
で
、
前
年
よ
り

４
４
１
４
人
増
加
し
て
い
る
。
増
加
数
も
、
２
４
３

人
（
平
成
８
年
と
９
年
の
差
）、
１
３
０
１
人
（
平

成
９
年
と
１０
年
の
差
）
と
年
々
増
大
し
て
い
る
。
罹

患
率
は
人
口
１０
万
対
３８
・
２
で
あ
り
、
前
年
の
３４
・

８
よ
り
３
・
４
増
加
し
て
い
る
。

�２
高
齢
者
の
結
核
患
者
の
急
増

平
成
１１
年
中
に
登
録
さ
れ
た
結
核
患
者
中
、
７０
歳

以
上
の
占
め
る
割
合
は
３９
・
１
％
で
あ
り
、
前
年

（
３６
・
０
％
）
よ
り
増
加
し
て
い
る
。
７０
歳
以
上
の

罹
患
率
は
、
１
３
３
・
０
で
あ
り
、
前
年（
１
１
６
・
１
）

よ
り
上
昇
し
て
い
る
。

�３
大
き
い
国
内
地
域
間
格
差

結
核
罹
患
率
の
最
高
値
を
示
し
た
大
阪
市

（
１
１
３
・
３
）
と
最
低
値
の
長
野
県
（
１７
・
３
）

で
は
６
・
５
倍
の
差
が
つ
い
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
緊
急
実
態
調
査
の
背
景
の
中
で
指

摘
さ
れ
て
い
た
疫
学
的
状
況
の
変
化
は
、
よ
り
顕
著

に
な
っ
て
お
り
、
同
調
査
の
必
要
性
を
示
唆
す
る
結

果
と
な
り
ま
し
た
。

目
的調

査
目
的
は
、「
現
在
の
結
核
の
現
状
把
握
と
結

核
対
策
の
効
果
を
評
価
す
る
こ
と
に
よ
り
、
今
後
の

今月のテーマ
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結
核
対
策
の
方
向
性
を
議
論
す
る
基
礎
資
料
と
す

る
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
状
把
握
す
る
に
あ
た
り
、

明
確
に
す
べ
き
点
と
し
て
、
以
下
の
項
目
が
挙
げ
ら

れ
て
い
ま
す
。

�１
結
核
患
者
の
状
況
（
結
核
登
録
者
数
の
推
移
、
診

断
・
登
録
の
精
度
、
危
険
因
子
の
把
握
等
）

�２
結
核
医
療
の
状
況
（
治
療
内
容
、
院
内
感
染
の
状

況
、
多
剤
耐
性
結
核
の
状
況
）

�３
ツ
反
検
査
と
Ｂ
Ｃ
Ｇ
の
現
状
（
ツ
反
検
査
の
受
診

状
況
と
Ｂ
Ｃ
Ｇ
の
接
種
率
と
接
種
技
術
）

�４
結
核
予
防
法
に
基
づ
く
結
核
対
策
の
状
況
（
発
生

届
け
出
、
治
療
、
接
触
者
検
診
、
予
防
内
服
等

の
状
況
）

�５
対
応
困
難
例
の
状
況
（
治
療
中
断
例
等
に
関
す
る

状
況
）

調
査
の
内
容

今
回
新
た
に
行
わ
れ
る
調
査
は
、
�１
結
核
死
亡
者

調
査
、
�２
結
核
登
録
者
調
査
、
�３
慢
性
排
菌
患
者
調

査
、
�４
ツ
反
検
査
及
び
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
に
関
す
る
調
査
、

の
４
種
類
で
す
。

�１
結
核
死
亡
者
調
査

〔
調
査
目
的
〕
結
核
死
亡
者
の
登
録
状
況
を
明
ら
か

に
し
、
結
核
発
生
動
向
調
査
の
質
的
改
善
を
図
る
た

め
の
基
礎
資
料
を
得
る
こ
と
。

〔
調
査
対
象
〕
平
成
１０
年
に
結
核
で
死
亡
し
た
結
核

患
者
全
数
（
人
口
動
態
統
計
上
「
結
核
死
」
に
分
類

さ
れ
た
者
２
７
９
５
人
）
と
す
る
。

〔
調
査
項
目
〕
病
型
、
年
齢
階
層
及
び
性
別
の
結
核

死
亡
者
数
。

�２
結
核
登
録
者
調
査

〔
調
査
目
的
〕
日
本
に
お
け
る
結
核
患
者
の
実
態
を

明
ら
か
に
し
、
今
後
の
結
核
対
策
の
方
向
性
を
示
す

た
め
の
基
礎
資
料
を
得
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

〔
調
査
対
象
〕
平
成
１０
年
に
登
録
さ
れ
た
発
生
動
向

調
査
上
の
結
核
登
録
者（
非
定
型
抗
酸
菌
症
を
除
く
）

の
う
ち
、
�１
マ
ル
初
対
象
者
の
２０
％
、
�２
０
〜
１４
歳

結
核
登
録
患
者
の
全
例
、
�３
１５
歳
以
上
結
核
登
録
患

者
の
２０
％
と
す
る
。

〔
調
査
項
目
〕

�１
マ
ル
初
対
象
者
―
性
、
年
齢
、
職
業
、
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接

種
の
有
無
、
ツ
反
応
結
果
、
マ
ル
初
の
診
断
根
拠
、

使
用
薬
剤
、
感
染
源
の
状
況
、
治
療
経
過
、
発
病

状
況

�２
０
〜
１４
歳
結
核
登
録
患
者
―
性
、
年
齢
、
職
業
、

患
者
発
見
方
法
、
登
録
時
患
者
分
類
、
ツ
反
・
Ｂ

Ｃ
Ｇ
接
種
の
既
往
、
感
染
源
の
状
況
、
菌
検
査
結

果
（
検
体
の
種
類
、
同
定
検
査
、
薬
剤
感
受
性
）、

治
療
経
過
及
び
結
果
の
状
況
、
治
療
中
断
例
の
状

況
等

�３
１５
歳
以
上
結
核
登
録
者
―
性
、
年
齢
、
職
業
、
患

者
発
見
方
法
、
発
病
・
初
診
か
ら
登
録
ま
で
の
期

間
、
登
録
時
患
者
分
類
、
医
療
保
険
、
国
籍
、
Ｂ

Ｃ
Ｇ
接
種
の
有
無
、
感
染
及
び
発
病
危
険
因
子
、

診
断
の
経
緯
、
菌
検
査
結
果
（
検
体
の
種
類
、
同

定
検
査
、
薬
剤
感
受
性
）、
接
触
者
検
診
及
び
院

内
感
染
の
状
況
、
治
療
経
過
及
び
結
果
の
状
況
、

治
療
中
断
例
の
状
況
等

�３
慢
性
排
菌
患
者
調
査

〔
調
査
目
的
〕
日
本
に
お
け
る
慢
性
排
菌
結
核
患
者

の
実
態
を
明
ら
か
に
し
、
今
後
の
結
核
対
策
の
方
向

性
を
示
す
た
め
の
基
礎
資
料
を
得
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
。

〔
調
査
対
象
〕
平
成
１１
年
末
現
在
登
録
さ
れ
て
い
る

結
核
患
者
の
う
ち
、
平
成
１０
年
１
月
１
日
以
前
に
登

録
さ
れ
、
平
成
１１
年
の
１
年
間
に
菌
陽
性
の
者

〔
調
査
項
目
〕
性
、
年
齢
、
職
業
、
患
者
発
見
方
法
、

登
録
時
患
者
分
類
、
医
療
保
険
、
登
録
時
菌
検
査
結

果
、
菌
検
査
結
果
（
治
療
開
始
時
と
平
成
１１
年
中
の

菌
株
に
関
す
る
薬
剤
感
受
性
検
査
）、
治
療
経
過
、

使
用
薬
剤
、
慢
性
排
菌
と
な
っ
た
要
因
、
社
会
生
活

等�４
乳
幼
児
ツ
反
検
査
、
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
状
況
調
査

〔
調
査
目
的
〕
乳
幼
児
に
対
す
る
ツ
反
検
査
、
Ｂ
Ｃ

Ｇ
接
種
実
施
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
て
、
接
種
率
及

び
接
種
技
術
水
準
を
確
保
す
る
た
め
の
基
礎
資
料
を

入
手
す
る
。

〔
調
査
方
法
〕
以
下
の
２
種
類
の
調
査
よ
り
な
る
。

�１
市
町
村
に
お
け
る
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
状
況
調
査

〔
調
査
対
象
〕
全
国
市
町
村

〔
調
査
項
目
〕
ツ
反
応
の
年
齢
分
布
、
ツ
反
及
び
Ｂ

Ｃ
Ｇ
の
接
種
の
形
態
、
実
施
方
法
、
勧
奨
方
法
等

�２
乳
幼
児
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
の
技
術
評
価
に
関
す
る
調
査
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〔
調
査
対
象
〕
抽
出
さ
れ
た
市
町
村

〔
調
査
項
目
〕
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
の
既
往
、
接
種
時
期
、

副
反
応
、
針
痕
数
、
未
接
種
理
由
等

な
お
、
結
核
登
録
者
調
査
と
慢
性
排
菌
患
者
調
査

に
つ
い
て
は
、
調
査
対
象
者
の
個
人
名
が
明
ら
か
に

な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
、
結
核
発
生
動
向
調
査

上
の
患
者
整
理
番
号
に
て
識
別
す
る
よ
う
に
配
慮
さ

れ
て
い
ま
す
。

活
用
方
法

本
調
査
の
結
果
は
、
以
下
の
点
に
お
い
て
、
活
用

す
る
予
定
で
す
。

�１
結
核
状
況
に
対
す
る
国
民
、
行
政
関
係
者
、
医
療

関
係
者
の
正
し
い
現
状
認
識

�２
対
策
の
重
点
の
明
確
化
及
び
不
足
す
る
部
分
の
認

識

�３
対
策
の
枠
組
み
、
制
度
の
見
直
し

�４
今
後
の
対
策
の
将
来
見
通
し
及
び
目
標
設
定

以
上
の
よ
う
に
、
本
調
査
は
、
日
本
の
結
核
対
策

の
今
後
の
方
針
を
決
め
る
た
め
の
基
礎
資
料
を
提
供

す
る
と
い
う
、
重
要
な
役
割
を
持
っ
て
い
ま
す
。
本

調
査
に
関
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
方
々
に
は
、
心
か
ら

御
理
解
と
御
協
力
を
お
願
い
す
る
次
第
で
す
。

日
本
版
Ｄ
Ｏ
Ｔ
Ｓ
戦
略
確
立
の

必
要
性

平
成
１１
年
７
月
に
「
結
核
緊
急
事
態

宣
言
」
が
出
さ
れ
た
が
、
日
本
の
結
核

の
現
状
は
、
塗
抹
陽
性
新
患
者
数
の
最

近
２０
年
間
の
横
ば
い
並
び
に
増
加
状
態

や
罹
患
率
の
地
域
格
差
な
ど
、
未
曾
有

の
事
態
を
迎
え
、
特
に
都
市
部
に
お
い

て
は
、
従
来
の
結
核
対
策
の
ま
ま
で
は

こ
の
よ
う
な
局
面
の
打
開
は
困
難
な
状

態
に
立
ち
至
っ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
現
在
の
発
展
途
上

国
を
上
回
る
ほ
ど
の
戦
中
戦
後
の
結
核

高
蔓
延
状
態
を
、
先
人
た
ち
の
対
策
、

業
績
が
現
在
の
日
本
の
状
態
に
収
束
せ

し
め
た
の
も
事
実
で
あ
り
、
ま
た
日
本

の
結
核
対
策
は
疾
病
対
策
の
モ
デ
ル
と

称
さ
れ
、
例
え
ば
日
本
全
国
の
コ
ホ
ー

ト
観
察
調
査
に
よ
る
塗
抹
陽
性
初
回
治

療
患
者
の
治
療
成
功
率
は
欧
米
と
ほ
ぼ

同
じ
値
を
示
す（
文
献
１
）な
ど
、
見
事

な
成
果
を
上
げ
て
き
た
。

一
方
、
結
核
蔓
延
状
況
は
欧
米
に
比

都
市
部
に
お
け
る
結
核
対
策
の
強
化

日
本
版
２１
世
紀
型
Ｄ
Ｏ
Ｔ
Ｓ
戦
略

第
一
健
康
相
談
所

診
療
部
長

増
山
英
則

結核対策の充実強化への取り組み
の一貫として、本年４月、公衆衛生
審議会結核予防部会の下に「結核緊
急対策検討班」が設置され、このた
び「都市部」及び「高齢者等」を中
心とした対策の方向性がまとめられ
ました。
本検討会委員である第一健康相談
所増山診療部長に、都市部における
結核対策の重点であるＤＯＴＳ戦略
について、解説していただきます。

今月のテーマ
緊急事態
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